
中
島
内
蔵
助
翁
の
遺
徳
を
し
の
ぶ

　
今
か
ら
３
６
０
年
ほ
ど
前
に
、
山
の
井
用
水

完
成
の
た
め
の
人
柱
と
な
っ
た
中
島
内
蔵
助
翁

の
遺
徳
を
し
の
ぶ
祭
事
が
10
月
17
日
㈪
18
日
㈫

の
両
日
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
17
日
は

地
元
関
係
者
２
０
０
人
が
参
加
し
て
翁
の
墓
所

の
あ
る
長
峰
地
区
で
「
中
島
内
蔵
助
翁
墓
前
感

謝
祭
」
が
実
施
さ
れ
、
神
事
の
後
に
長
峰
小
学

校
４
年
生
が
、翁
の
偉
業
を
伝
え
る
紙
芝
居「
左

結
び
の
緒
の
草
履
」
の
披
露
と
、
６
年
生
が
墓

前
へ
の
奉
納
相
撲
を
行
い
ま
し
た
。
18
日
に
は

山
の
井
用
水
の
起
点
と
な
る
山
内
地
区
の
山
の

井
公
園
の
石
碑
前
で
山
の
井
用
水
関
係
者
60

人
が
集
ま
り
、「
中
島
内
蔵
助
翁
慰
霊
祭
」
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
神
事
の
後
に
川
崎
小
学
校

３
・
４
年
生
が
翁
の
偉
業
を
伝
え
る
「
山
の
井

用
水
物
語
」
を
合
唱
し
、
翁
の
遺
徳
を
し
の
び

ま
し
た
。

　
山
の
井
用
水
を
築
き
、
八
女
、
筑
後
、
大
木
、

城
島
の
美
田
を
潤
す
翁
の
偉
業
は
今
も
「
左
結

び
の
緒
の
草
履
」
の
紙
芝
居
を
は
じ
め
「
山
の

井
用
水
物
語
」
や
「
長
峰
小
学
校
校
歌
」
に
も

歌
い
継
が
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
八
女
市
未
来
づ
く
り
協
議
会
主
催
の
「
地
域
づ
く
り
研

修
会
」
が
10
月
19
日
㈬
お
り
な
す
八
女
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
第
１
部
で
は
、
地
域
づ
く
り
提
案
事
業
の
実
践
発
表

が
２
団
体
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
木
屋
地
区
自
治
運

営
協
議
会
か
ら
、「
渡
内
公
園
拡
充
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と「
姫

御
前
史
跡
周
辺
整
備
事
業
」
の
取
り
組
み
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
続
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
辺
春
地
域
振
興
会
議
か
ら

「
八
女
の
昔
な
が
ら
の
味
噌
作
り
や
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
を
伝

承
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
、福
岡
県
地
域
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
今
泉
重
敏
さ
ん
が
「
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
安
全
・
安
心
ま

ち
づ
く
り
～
住
民
主
体
の
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
の
仕

掛
け
方
～
」
と
題
し
て
講
演
。
地
域
の
課
題
を
住
民
自
ら

の
手
で
解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
、「
誰
も
が
、
で
き
る
時

に
、
無
理
せ
ず
、
楽
し
み
な
が
ら
で
き
る
安
全
・
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
が
大
切
だ
」
等
と
様
々
な
事
例
を
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
発
想
を
変
え
る
と
、
で
き
る

こ
と
が
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
あ
る
ん
だ
」
な
ど
と
感
嘆
の

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

八女市未来づくり協議会
「地域づくり研修会」開催

長峰小学校4年生による紙芝居『左結びの緒の草履』

長峰小学校6年生による奉納相撲 川崎小学校3・4年生が『山の井用水物語』を歌いました

～あたらしい郷
く に
土づくり～

ふるさとの恵みを生かし
安心して心豊かに暮らせる

 交流都市 八女

2016
[平成28年] 11.15No.1104

■ 編集・発行 八女市役所 秘書広報課　TEL 0943（23）1110　FAX （24）8083
  〒834-8585　福岡県八女市本町647番地　■ 株式会社 東兄弟

八女市公式 HP http://www.city.yame.fukuoka.jp/　

広報



2　2016.11.15　広報やめ

12
月
３
日
㈯
／
お
り
な
す
八
女
ハ
ー

モニ
ー
ホ
ール
・
は
ち
ひ
め
ホ
ール

父 

相
田
み
つ
を 

を
語
る

相田一
か ず

人
ひ と

さん

「いのち いちばん
大切なもの」

〈講師プロフィール〉
相田みつを美術館館長。昭和 30
年栃木県生まれ。相田みつを氏の
長男。出版社勤務を経て、平成 8
年開館。主な著書に「父 相田み
つを」「書 相田みつを」がある。

◦
日
に
ち
＝
12
月
３
日
㈯

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
ハ
ー

モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

◦
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
＝
〈
12
時
45

分
〉開
場
／〈
13
時
15
分
〉オ
ー

プ
ニ
ン
グ
み
ん
な
で
歌
お
う
／

〈
13
時
30
分
〉
開
会
行
事
／

〈
14
時
〉
小
中
学
生
に
よ
る
人

権
作
文
発
表
／
〈
14
時
30
分
〉

講
演
「
い
の
ち 

い
ち
ば
ん
大

切
な
も
の
」
講
師
・
相
田
一
人

さ
ん

※
11
時
か
ら
は
ち
ひ
め
ホ
ー
ル

に
て
「
子
ど
も
の
人
権
展
」
パ

ネ
ル
展
示
・
子
ど
も
食
堂
模

擬
店
を
開
催
し
ま
す
。

◦
入
場
＝
無
料

◦
そ
の
他
＝
託
児
あ
り（
無
料・

事
前
予
約
必
要
）

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り

講演会

◦問い合わせ＝八女市人権
フェスタ実行委員会 

（事務局 八女市教育委員会、
人権 ･ 同和教育課）
☎ 23・2074 ／P24・4331 

◦
問
い
合
わ
せ
＝
秘
書
広
報
課

☎
２
３・１
１
１
０

ス
マ
イ
ル

フ
ェス
タ
や
め  

２
０
１
６
いの
ち 

いち
ば
ん
大
切
な
も
の
お
知
ら
せ
放
送
の
内
容
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

確
認
で
き
ま
す

　

防
災
ラ
ジ
オ
は
、
防
災
情
報
・
行

政
情
報
・
生
活
情
報
等
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
情
報
を
い
ち
早
く

伝
え
る
た
め
に
ラ
ジ
オ
を
聞
い
て
い

な
く
て
も
、
自
動
で
電
源
が
入
る
自

動
起
動
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
も
、
避
難
情
報
や
大
規
模
災

害
発
生
情
報
な
ど
の
重
要
な
情
報
に

つ
い
て
は
緊
急
放
送
と
し
て
大
音
量

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
必
ず
防

災
ラ
ジ
オ
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
電
波
の
状
態
が
悪
い
と
自

動
起
動
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
電
波
状
態
の
確
認
の
た
め
ラ
ジ

オ
を
「
Ｆ
Ｍ
八
女
」
に
選
局
し
て
電

波
状
態
の
良
い
と
こ
ろ
へ
ラ
ジ
オ
を

再
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　

毎
日
、
朝
７
時
、
昼
12
時
20
分
、

夜
８
時
に
防
災
ラ
ジ
オ
の
自
動
起
動

に
よ
り
放
送
し
て
い
る
『
八
女
市
か

ら
の
お
知
ら
せ
放
送
』
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。「
必
要
な
情
報
を
聞
き
逃

し
て
し
ま
っ
た
」「
気
に
な
っ
た
情
報

の
詳
細
を
確
認
し
た
い
」
な
ど
の
場

合
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

☀掲載ページ
八女市ホームページ→八女市の広
報→八女市からのお知らせ（ＦＭ
八女放送分）

※パソコンはも
ちろんスマート
フォンからも確
認できます。

（ＱＲコード→）

Ｆ
Ｍ
八
女
の

お
知
ら
せ
を
聞

き
逃
し
た
！

で
も
、

大
丈
夫

！

放
送
の
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
確
認
で
き
ま
す

防
災
ラ
ジ
オ
は

設
置
し
て
い
ま
す
か

Ⓒ相田みつを美術館
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　◦
水
道
管
が
む
き
出
し
に
な
っ
て

い
る
。

◦
建
物
の
北
向
き
や
日
陰
に
あ
る
。

◦
風
当
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
に
あ

る
。

◦
露
出
配
管
の
凍
結
対
策
（
保
温

材
の
劣
化
な
ど
の
修
繕
を
し
て
お

く
）

◦
屋
外
水
栓
の
凍
結
対
策
（
可
能

な
保
温
対
策
を
と
る
）

◦
給
湯
器
の
凍
結
対
策
（
水
を
抜

く
な
ど
、
機
器
内
部
の
水
圧
を
下

げ
て
お
く
）

◦
ボ
ッ
ク
ス
内
の
断
熱
（
古
毛
布

な
ど
、
濡
れ
て
も
取
り
出
し
や
す

い
も
の
が
良
い
）

◦
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
段
ボ
ー
ル
な

ど
を
乗
せ
、
保
温
す
る
。

※
検
針
時
に
は
、
撤
去
を
お
願
い

し
ま
す
。

◦
自
然
解
凍
を
待
つ
。

◦
急
ぎ
の
際
は
、
ぬ
る
ま
湯
で
ゆ

っ
く
り
溶
か
す
（
急
激
な
温
度
差

に
よ
る
破
損
の
防
止
）

◦一
度
凍
結
す
る
と
、
水
道
管
内
の

錆
が
剥
が
れ
、一
時
的
に
赤
水
が
出

た
り
、
蛇
口
に
詰
ま
っ
た
り
し
て
水

の
出
が
悪
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
際
は
、
し
ば
ら
く
水
を
出

す
こ
と
で
正
常
に
戻
り
ま
す
。
水
の

出
が
回
復
し
な
い
場
合
は
、
蛇
口
内

部
を
掃
除
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
す
べ
て
の
蛇
口
が
閉
ま
っ
て
い

る
状
態
で
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
コ

マ
が
動
い
て
い
な
い
か
確
認
す
る
。

◦
井
戸
の
場
合
も
同
様
に
、
使
っ

て
い
な
い
状
態
で
ポ
ン
プ
が
動
い

て
い
な
い
か
確
認
す
る
。

◦
破
損
し
た
箇
所
が
分
か
ら
な
い
、

ま
た
は
応
急
修
理
が
で
き
な
い
と

き
は
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の

バ
ル
ブ
を
閉
め
、
す
ぐ
に
指
定
業

者
へ
修
繕
を
依
頼
す
る
。

◦
一
般
家
庭
に
比
べ
水
道
管
の
口

径
が
大
き
い
場
合
、
漏
水
時
の
被

害
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
寒
波
後

の
施
設
点
検
を
早
急
に
行
い
、
早

期
発
見
、
修
理
に
努
め
て
く
だ
さ

い
。

◦
屋
上
の
受
水
槽
や
消
火
設
備
用

配
管
な
ど
、
凍
結
し
や
す
い
箇
所

に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
の
対

策
を
お
願
い
し
ま
す
。

　昨年は、100 年に一度といわれるほどの異常寒波が発生しまし
た。井戸・水道を問わず、多数のご家庭の水道管が凍結により破
損するなどの被害が発生し、上水道供給区域の一部では一時、水
圧が下がったり、水が出なくなったりしました。
　同様の被害を防ぐため、できるだけ事前の対策で被害の発生を
防ぎましょう。今年も本格的な寒さが訪れる前に、水道の冬支度
をお願いします。

はじめよう
水道の冬支度

①
凍
り
や
す
い
水
道
管
の

特
徴

校　　区 業　者　名 電 話 番 号

福 島

丸谷商事 ２３・４１１８
千代田工業㈱ ２２・４３０７
牛島電機工業㈱ ２４・２１７１
吉田ボーリング工業 ２４・４７４３
ひら川設備 ２４・３１１５

長 峰

創水 ２２・５８４０
㈲井手プロパン商会 ２３・３０６５
㈲岩本住設 ２２・４７１８
㈲八女衛生社 ２３・５４３５
水環境企画・一究 ２２・５１０９
ともけい設備 ２２・３５６４
㈱ホクショウ ２３・３３２３
牛島設備工業㈲ ２３・７５７0

上 妻

八女食糧販売㈱ ２３・２１６６
牛島燃料店 ２２・２８６９
三宅設備 ２３・２３６８
馬場燃料店 ２２・４０６０
井上設備 ２４・０１６５

八 幡 ㈲スミ設備工業 ２２・５４６５
三 河 田中設備 ３５・０８４５

忠 見
川口ガス住設 ２３・７６６７
野田ホームガス設備 ２２・３０１５
西村住設 ２４・１０６７

岡 山

㈱中村 ２３・３１５８
ＥＭ田中 ２２・４３１９
㈲タナカエンジニア ２４・３１４７
清香設備工業㈱ ２２・７８８８
大石設備 ２３・０８４８
㈱九電工 八女営業所 ２３・２４５６
すまい創琳 ２２・５６１２
德住工業 ２４・５２６２
濵田設備 ２４・４８１８

上 陽

㈲角屋 ５４・３３１８
㈲村口電工 ５４・２２７８
㈱高田電気 ５４・２０４９
ミスミデンキ ５４・２１４３
㈲井上商店住設部 ５４・２１６５
㈲ヤマト ５４・２１２５
西木テレビサービス ５４・３２０８

黒 木

㈲橋村住設 ４２・００９６
㈲住環境総合開発 ４２・１１８５
ケア設備梅野 ４２・３４５０
仁田原商店 ４５・００３５
モリアキ建設㈲ ４２・３８２７
三和住宅設備 ４２・４０５１
合柴尾電気商会 ４２・１１８３
馬渡設備工業 ４２・１３３５
㈲椿原住宅設備 ４２・０２６９
椿原住宅設備工事部 ４２・１２３７
㈲穴見商店 ４２・０１３０
和興住宅設備 ４５・０８７９

筑 南
㈲立花電工 ２３・１５３３
㈲クリハラ管工事 ２２・５９７１
㈲弥栄工業 ２３・１１９８

立 花

電 ’s タカヤマ ３７・００６２
㈲今村住設 ３７・０３１６
マルタ電器 ３７・０２５６
㈲牛嶋住興 ２２・６６１１
原管工 ３７・０６９２
河原設備 ３７・０５５３
平島設備 ３７・１０２５

星 野 ㈱山口電気 ５２・３２１８

▼指定給水装置工事事業者（平成28年11月15日現在）

②
給
水
管
の
凍
結
対
策

③
水
道
メ
ー
タ
ー
の
凍
結

対
策

⑤
漏
水
チ
ェ
ッ
ク
の
方
法

④
そ
れ
で
も
凍
結
し
た
場

合
は

⑥
漏
水
が
判
明
し
た
場
合
は

⑦
事
業
者
の
方
、
受
水
槽

管
理
者
の
方
へ

◦問い合わせ＝上下水道局（☎料金 23･1949、工事23･1107）
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父
母
の
離
婚
等
に
よ
り
、
父

（
母
）
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

な
い
児
童
に
つ
い
て
、
手
当
を
支

給
す
る
制
度
で
す
。そ
の
目
的
は
、

母
子
・
父
子
世
帯
等
の
生
活
の
安

定
を
図
り
、
自
立
を
促
進
す
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。（
父
子
家
庭

の
父
も
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
）

　
手
当
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
児
童
（
18
歳
に
達
す

る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
の
者
、
障
が
い
児
に
つ
い

て
は
20
歳
未
満
）
を
監
護
し
て

い
る
母
（
父
）、ま
た
は
母
（
父
）

に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

▽
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

▽
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

▽
父
ま
た
は
母
が
施
行
令
に
定
め

る
程
度
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る

児
童

▽
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら

か
で
な
い
児
童

▽
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の

Ｄ
Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た
児
童

▽
父
ま
た
は
母
か
ら
１
年
以
上

遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

▽
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り

引
き
続
き
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ

て
い
る
児
童

▽
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐

胎
し
た
児
童

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

と
き
は
、
手
当
を
受
給
で
き
ま

せ
ん
。

▽
申
請
者
お
よ
び
扶
養
義
務
者

が
定
め
ら
れ
た
額
以
上
の
所
得
が

あ
る
と
き

▽
父
ま
た
は
母
が
婚
姻
の
届
出

は
し
て
い
な
く
て
も
事
実
上
の

婚
姻
関
係
（
内
縁
関
係
）
が
あ

る
と
き

▽
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
父

（
母
）
ま
た
は
養
育
者
が
、
日
本

国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
と
き

▽
対
象
児
童
が
日
本
国
内
に
住

所
を
有
し
な
い
と
き

▽
対
象
児
童
が
里
親
に
委
託
さ

れ
た
り
、
児
童
福
祉
施
設（
母
子

生
活
支
援
施
設
・
保
育
所
・
通

所
施
設
を
除
く
）や
少
年
院
等
に

入
所
し
て
い
る
と
き

▽
平
成
15
年
４
月
１
日
時
点
に

お
い
て
、
手
当
の
支
給
要
件
に

該
当
し
て
か
ら
、
５
年
を
経
過

し
て
い
る
と
き
（
母
子
に
限
る
）

　
手
当
は
、
認
定
請
求
し
た
日

の
属
す
る
月
の
翌
月
分
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す
。
年
３
回
（
４
月
、

８
月
、
12
月
）
支
給
さ
れ
ま
す
。

　　
本
庁
ま
た
は
支
所
の
窓
口
で

認
定
請
求
書
に
添
付
書
類
を
添

え
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

添
付
書
類
に
つ
い
て
は
、
担
当

窓
口
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
、

そ
の
配
偶
者
（
父
ま
た
は
母
が

障
が
い
の
場
合
）
ま
た
は
生
計

同
一
の
扶
養
義
務
者
（
父
母
・

祖
父
母
・
子
・
兄
弟
な
ど
）
の

前
年
（
１
月
か
ら
６
月
ま
で
に

請
求
す
る
人
に
つ
い
て
は
前
々

年
）
の
所
得
が
上
の
表
の
額
（
本

人
の
場
合
は
一
部
支
給
欄
の
額
）

以
上
で
あ
る
と
き
に
は
、
手
当

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　　
こ
れ
ま
で
公
的
年
金
等
（
老

齢
年
金
、障
害
年
金
、遺
族
年
金
、

労
災
年
金
、
遺
族
補
償
等
）
を

受
給
す
る
人
に
つ
い
て
は
、
児

童
扶
養
手
当
が
受
給
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
平
成
26
年
12
月

1
日
以
降
は
、
公
的
年
金
給
付

等
の
年
金
額
が
児
童
扶
養
手
当

扶養親族等の数 請求者本人 孤児等の養育者、配偶者・扶養
義務者全部支給 一部支給

０人 190,000 1,920,000 2,360,000
１人 570,000 2,300,000 2,740,000
２人 950,000 2,680,000 3,120,000
３人 1,330,000 3,060,000 3,500,000

以降１人につき 380,000 加算 380,000 加算 380,000 加算

加算額

▷老人控除対象配偶者または老人扶
養親族1人につき   　　　　100,000
▷特定扶養親族または16歳以上19歳
未満の控除対象扶養親族1人につき
                                 　    150,000

▷扶養親族が2人以上で、うち老
人扶養親族がある場合、老人扶
養親族1人につき（扶養親族が老
人扶養親族のみの場合は1人を除
いた1人につき）     　      60,000

※同一地番において世帯分離されている場合でも、扶養義務者に該当される人には所得制限が
あります。扶養義務者が所得制限範囲内であれば、同居していても手当は支給されます。

（単位：円）

◦
児
童
扶
養
手
当
と
は

◦
所
得
に
よ
る
支
給
の
制
限

◦
手
当
を
受
け
ら
れ
る
人

◦
手
当
の
支
払
い

◦
申
請
手
続

◦
手
当
を
受
け
ら
れ
な
い
人

▶所得制限限度額表

▶手当の月額（平成28年8月から）

区分 児童 1 人の場合 児童 2 人目の加算額 児童 3 人目以降の加算額
全額支給 42,330円 10,000円 6,000円
一部支給 9,990円～ 42,320円 5,000円～ 9,990円 3,000円～ 5,990円

児
童
扶
養
手
当
の

ご
案
内

児
童
扶
養
手
当

◦
公
的
年
金
給
付
等
と
児
童

　
扶
養
手
当
と
の
併
給
調
整

（単位：円）
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よ
り
も
低
額
な
場
合
は
、
そ
の

差
額
分
の
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

【
法
改
正
に
よ
り
新
た
に
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
で
き
る
人
】

 

▽
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
祖

父
母
等
で
、
低
額
の
老
齢
年
金

を
受
給
し
て
い
る
人

▽
父
子
家
庭
で
、
子
ど
も
の
み

が
低
額
の
遺
族
厚
生
年
金
を
受

給
し
て
い
る
人

▽
母
子
家
庭
で
、
離
婚
後
に
父

が
死
亡
し
、
子
ど
も
の
み
が
低

額
の
遺
族
厚
生
年
金
を
受
給
し

て
い
る
人
な
ど

①
現
況
届

　
受
給
者
の
前
年
の
所
得
の
状

況
と
８
月
１
日
現
在
の
児
童
の
養

育
の
状
況
を
確
認
す
る
た
め
の
届

で
す
。
こ
の
届
を
提
出
し
な
い
と
、

引
き
続
き
受
給
資
格
が
あ
っ
て

も
、
８
月
以
降
の
手
当
の
支
給
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
２
年
以
上
届
出
が
な

い
と
時
効
に
よ
り
支
払
い
を
受
け

る
権
利
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

②
資
格
喪
失
届

　
次
の
場
合
は
手
当
を
受
け
る

資
格
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

す
ぐ
に
本
庁
ま
た
は
支
所
へ
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。
受
給
資
格

が
な
く
な
っ
て
受
給
さ
れ
た
手

当
は
、
全
額
返
還
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

▽
対
象
児
童
を
連
れ
て
結
婚
し

た
と
き
（
内
縁
関
係
、
公
簿
上

同
居
な
ど
も
同
じ
で
す
）

▽
対
象
児
童
を
養
育
、
監
護
し

な
く
な
っ
た
と
き

▽
遺
棄
し
て
い
た
児
童
の
父
ま

た
は
母
か
ら
安
否
を
気
遣
う
電

話
な
ど
が
あ
っ
た
と
き

▽
平
成
26
年
11
月
以
前
に
さ
か

の
ぼ
っ
て
国
民
年
金
、
厚
生
年

金
、
恩
給
な
ど
の
公
的
年
金
等

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
と
き
（
た
だ
し
、
平
成

26
年
12
月
以
降
分
は
、
年
金
の

受
給
決
定
を
知
っ
た
日
か
ら
15
日

以
内
に
認
定
請
求
を
行
う
こ
と

で
、
年
金
額
と
の
差
額
分
の
手
当

が
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）

▽
拘
禁
さ
れ
た
父
ま
た
は
母
が

拘
禁
解
除
さ
れ
た
と
き

▽
対
象
児
童
が
児
童
福
祉
施
設

等
に
入
所
し
た
と
き

③
そ
の
他
の
届
出

　
住
所
、
支
払
金
融
機
関
、
氏

名
の
変
更
、
扶
養
す
る
児
童
数

の
増
減
が
あ
っ
た
と
き
、
証
書
を

な
く
し
た
と
き
な
ど
は
、
本
庁
ま

た
は
支
所
の
窓
口
へ
届
け
て
く
だ

さ
い
。

　
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
20
歳

未
満
の
児
童
に
つ
い
て
、
福
祉

の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
手
当
を
支
給
す
る
制
度

で
す
。

20
歳
未
満
で
、
精
神
ま
た
は

身
体
に
障
が
い
の
あ
る
児
童
を

監
護
し
て
い
る
父
か
母
ま
た
は

父
母
に
代
わ
っ
て
、
そ
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

※
た
だ
し
次
の
よ
う
な
場
合
は
、

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

▽
父
母
、
養
育
者
ま
た
は
児
童
が

日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
と

き▽
児
童
が
障
が
い
を
支
給
事
由

と
す
る
公
的
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
き

▽
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
等
に

入
所
し
て
い
る
と
き

　　
請
求
者
本
人
、
配
偶
者
お
よ

び
扶
養
義
務
者
の
所
得
が
定
め

ら
れ
た
額
以
上
あ
る
時
は
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

▽
重
度
障
が
い
児
（
１
級
）

一
人
に
つ
き　

５
１
5
０
０
円

▽
中
度
障
が
い
児
（
２
級
）

一
人
に
つ
き　

３
４
３
０
０
円

　
認
定
請
求
し
た
日
の
属
す
る

月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま

す
。
支
払
月
は
４
月
、
８
月
、

11
月
の
年
３
回
、
支
払
月
の
前

月
分
ま
で
の
分（
４
か
月
分
）が
、

指
定
さ
れ
た
金
融
機
関
の
口
座

に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

▼
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
家
庭
係

（
☎
２
３
・
１
３
５
１
）

▼
黒
木
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
生

活
福
祉
係
（
☎
４
２
・
１
１
１
４
）

▼
立
花
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
生

活
福
祉
係
（
☎
２
３
・
４
９
３
３
）

▼
上
陽
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
市

民
生
活
福
祉
係

（
☎
５
４・
２
２
１
８
）

▼
矢
部
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
市

民
生
活
福
祉
係

（
☎
４
７・
３
１
１
１
）

▼
星
野
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
市

民
生
活
福
祉
係

（
☎
５
２・
３
１
１
３
）

◦
手
当
の
月
額

◦
手
当
の
支
払

◦
対
象
と
な
る
人

◦
所
得
に
よ
る
支
給
の
制
限

◦
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

◦
い
ろ
い
ろ
な
届
出

特
別
児
童
扶
養
手
当

◦
問
い
合
わ
せ

養育費の電話相談
業務を行っています
　福岡県ひとり親家庭等就業・自立支援セン
ターでは、母子家庭のお母さん、父子家庭の
お父さんまたは離婚協議中の人を対象に養育
費の電話相談業務を実施しています。
　相談を希望される人は、下記までご連絡くだ
さい。なお、受付時間は平日の午前９時から午
後４時までとなっています。
◦問い合わせ
福岡県ひとり親家庭等就業・自立支援センター

（春日市原町３丁目１番７号　クローバープラ
ザ６階 社会福祉法人 福岡県母子寡婦福祉連
合会内 ）
☎０９２・５８４・３９３１



　
腎
臓
の
病
気
は
様
々
あ
り
ま
す

が
、
慢
性
的
に
腎
臓
に
何
ら
か
の
障

害
が
あ
る
状
態
を「
慢
性
腎
臓
病（
Ｃ

Ｋ
Ｄ
）」
と
言
い
ま
す
。

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
の
定
義

次
の
①
か
②
の
い
ず
れ
か
、
ま
た
は

両
方
が
3
か
月
以
上
持
続
す
る

①
尿
、
画
像
診
断
、
血
液
、
病
理
検

査
で
、
腎
障
害
の
存
在
が
明
ら
か
。

特
に
タ
ン
パ
ク
尿
の
存
在
が
重
要
。

②
腎
機
能
の
低
下
（
糸
球
体
ろ
過
量：

Ｇ
Ｆ
Ｒ
60
㎖
／
分
／
１
・
73
㎡
未
満
）

が
あ
る
。　
　

＊
Ｃ
Ｋ
Ｄ
診
療
ガ
イ
ド
２
０
１
２
よ
り

　　
多
く
の
場
合
、
初
期
に
は
自
覚
症

状
は
な
い
の
で
、
大
し
た
こ
と
は
な

い
と
放
置
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で

す
が
、
体
の
む
く
み
や
貧
血
な
ど
の

自
覚
症
状
が
現
れ
る
頃
に
は
、
病
気

は
か
な
り
進
行
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
Ｃ
Ｋ
Ｄ
を
そ
の
ま
ま
放
っ
て
お
く

と
、
腎
不
全
（
腎
臓
の
役
割
が
果
た

せ
な
く
な
っ
た
状
態
）
に
な
り
ま
す
。

そ
の
状
態
に
な
る
と
食
事
や
水
分
制

限
等
が
必
要
と
な
り
、
人
工
透
析
や

腎
移
植
な
し
で
は
生
命
を
維
持
で
き

な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
で
は
、
心
筋
梗
塞

や
脳
卒
中
な
ど
を
起
こ
す
危
険
度

が
約
3
倍
高
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
糖
尿
病
、

高
血
圧
、
脂
質
異
常
症
、
肥
満
・
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
、
高
尿

酸
血
症
等
の
生
活
習
慣
病
が
関
連
し

た
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
腎
臓
は
一
度
悪
く
な
っ
て
し
ま
う

と
自
然
に
元
に
戻
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
早
期
に

受
診
し
生
活
習
慣
の
改
善
や
治
療
を

行
う
こ
と
で
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
進
行
を
抑

え
た
り
症
状
を
改
善
し
た
り
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
定
期
的
に
健
診
や

検
査
を
受
け
て
、
出
来
る
だ
け
早
く

異
常
に
気
付
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
市
の
特
定
健
診
で
は
、
腎
機
能
の

指
標
と
し
て
、
尿
タ
ン
パ
ク
（
定
性
）

検
査
、
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
検
査
、

e
Ｇ
Ｆ
Ｒ
（
推
算
糸
球
体
ろ
過
量
）

が
確
認
で
き
ま
す
。
20
歳
前
後
の
健

康
な
人
の
e
Ｇ
Ｆ
Ｒ
が
ほ
ぼ
１
０
０

で
あ
る
た
め
、
e
Ｇ
Ｆ
Ｒ
で
、
今
の

腎
臓
の
働
き
が
健
康
な
時
に
比
べ
何

パ
ー
セ
ン
ト
程
度
あ
る
か
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
の
結
果
で
、
尿
タ
ン
パ
ク
検

査
や
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
検
査
お
よ

び
e
Ｇ
Ｆ
Ｒ
な
ど
で
異
常
が
あ
っ
た

方
は
、腎
臓
病
の
専
門
医
を
受
診
し
、

さ
ら
に
詳
し
い
検
査
な
ど
で
、
腎
臓

の
状
態
や
治
療
の
必
要
性
な
ど
に
つ

い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
早
期
発
見
の
た
め
に
は
、

最
低
で
も
年
1
回
は
特
定
健
診
等
で

尿
検
査
（
タ
ン
パ
ク
、
潜
血
、
糖
）、

血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
検
査
等
を
測
定

し
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
有
無
を
確
認
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
な
お
、
健
診
の

結
果
や
内
容
に
つ
い
て
、
ご
不
明
な
点

や
ご
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
各
地

区
で
実
施
し
て

い
る
健
康
相
談

を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。　実施期間を 6 月から11月までと

していましたが、下記日程を追加実
施することになりました。まだ受け
ていない人は、この機会にぜひご受
診ください。
　自己負担金や健診内容は、「平成
28 年度八女市住民健診ガイド本」
をご覧ください。

12月の健康だより
健康推進課（☎ 23・1352）

♥
健 康 コ ラ ム

特定健診で腎臓の機能
低下がないか調べてみよう！！
日本の推定患者数が約1,330万人（成人の8人に１人）にのぼると言われている
「慢性腎臓病（CKD）」。年齢が高くなるほどCKDの患者数は多くなることが明
らかにされ、高齢化が進む当市においてもCKDの重症化予防をすることは、新た
に透析導入となる方を増加させないための大きな課題でもあります。

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）

っ
て
な
に
？
？

今
年
の
健
診
結
果
を
見
て
み

ま
し
ょ
う
。

　
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准

看
護
師
、
歯
科
衛
生
士
お
よ
び
歯
科

技
工
士
で
、
こ
れ
ら
の
免
許
に
か
か

る
業
務
に
従
事
し
て
い
る
人
は
、
2

年
ご
と
に
住
所
・
氏
名
な
ど
を
届
け

出
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
該
当
す
る
人
は
、
所
定

の
用
紙
を
勤
務
地
の
県
保
健
福
祉

（
環
境
）
事
務
所
ま
た
は
北
九
州
市
、

福
岡
市
、
大
牟
田
市
、
久
留
米
市
の

各
保
健
所
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
届
出
用
紙
は
、
県
保
健
福
祉
（
環

境
）
事
務
所
ま
た
は
各
保
健
所
に
置

い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
県
Ｈ
Ｐ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◦
提
出
期
限
＝
平
成
29
年
１
月
15
日

㈰◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
医
療
指
導

課
（
☎
０
９
２・６
４
３・３
２
７
６
）

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w.

pref.fukuoka.lg.jp/

）

看
護
職
員
等
の
業
務
従
事
者
届

定期的な検査を！

異
常
が
あ
っ
た
ら
医
療
機
関

を
受
診
し
ま
し
ょ
う

日にち 会　　　　場

12月2日㈮ 黒木地域交流セン
ター「ふじの里」

12月5日㈪ 八女市民会館
「おりなす八女」

12月19日㈪ 八女市民会館
「おりなす八女」

※健診は、午前 8 時から11時受付
です。
※定員は各会場 145 人です。定員
になり次第締め切ります。
◦予約電話＝
☎ 23・1167、24・9039

集団健診日程の追加のお知らせ
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【材料】（2人分）　
じゃがいも･･･100ｇ（１個）
ごぼう･･･50ｇ（1/3本）
人参･･･25ｇ（1/5本）
ごま油･･･小さじ２
濃口醤油･･･大さじ2/3
きび糖･･･小さじ１
みりん･･･小さじ１
酒･･･小さじ1/2
すりごま･･･小さじ１

　保健師や看護師が、血圧測定・尿検査・
体脂肪測定をします。健康に関するいろい
ろな相談に応じます。健康手帳をお持ちの
人はご持参ください。
※電話相談も行っています。
◦日時＝12月5日㈪9時30分～11時 ／ 八女
市保健センター
◦日時＝12月6日㈫  14時～15時 ／ 立花総
合保健福祉センター「かがやき」
◦日時＝12月7日㈬ 10時～11時 ／ 上陽支
所
◦日時＝12月9日㈮ 14時～15時 ／ 星野総
合保健福祉センター「そよかぜ」
◦日時＝12月15日㈭ 14時～15時 ／ 矢部基
幹集落センター
◦日時＝12月16日㈮ 10時～11時 ／ 黒木地
域交流センター「ふじの里」

旧八女市・立花町の皆さん
♥受付時間　13時15分～14時30分
♥会場　やめっこ未来館
◦日にち・対象＝ 
12月13日㈫＝10か月児（平成28年2月生）
12月21日㈬＝4か月児（平成28年8月生）
12月22日㈭＝3歳児（平成25年11月生）
12月27日㈫＝1歳6か月児（平成27年5月生）
旧黒木町・上陽町・矢部村・星野村の皆さん
♥受付時間　13時30分～14時30分

♥会場  黒木地域交流センター「ふじの里」
◦日にち＝12月20日㈫　◦対象＝4か月児

（平成28年7月～ 8月生）／10か月児（平
成28年1月～ 2月生）※対象者には個別に
通知します。事前に連絡いただくとどちら
の会場でも健診を受けることができます。

　離乳食初期（5～6か月児）のお話と調理。
参加する人は事前に健康推進課までお申し
込みください。託児あり（要申込）
♥日時　12月15日㈭ 10時～13時 ※受付9
時30分～10時　♥会場　おりなす八女研
修棟　♥持参品　エプロン、三角巾、手ふ
きタオル、筆記用具　♥材料費　300円　
♥定員　15人

妊娠20週以降の妊婦さんを対象に、妊
娠中の過ごし方についての話、試食、相
談を行います。※要予約
♥日時 12月6日㈫ 10時～ 12時（受付9時
30分～ 10時）♥会場　おりなす八女研
修棟  ♥参加費　300円　♥定員　20人
♥持参品　母子健康手帳、筆記用具　
　

　子育てで心配なことがあったら気軽にご
相談ください。身長・体重測定もできます。
母子健康手帳をお持ちください。相談日以
外も、窓口や電話で子育て相談ができます。

やめっこ未来館会場では、公立八女総合
病院の助産師による「母乳相談」も行っ
ています。
◦日時＝12月7日㈬ 9時30分～11時 ／ や
めっこ未来館
◦日時＝12月2日㈮ 10時～11時 ／ 黒木地
域交流センター「ふじの里」

　心理士による個別相談です。対象者は
小学校就学前までの方で、成長発達面に
不安のある人です。心配なことがあればお
気軽にご相談ください。※予約制

【八女市保健センター】　
◦12月8日㈭／12月22日㈭ 9時～16時

【黒木地域交流センター「ふじの里」】
◦12月20日㈫ 9時～16時
　

　心理士による個別相談です。対象者は
市内在住で、こころに悩みがある人です。
お気軽にご相談ください。※予約制
♥日にち　12月21日㈬　♥時間　13時30分
～15時30分　♥会場　おりなす八女研修
棟2階第5研修室　

乳幼児心理相談

12
月
の
相
談
・
健
診
・
予
防
接
種

子育て相談

申
込・問
い
合
わ
せ
＝

健
康
推
進
課（
☎
２
３・１
３
５
２
）

乳幼児健診 

健康相談 

心理士によるこころの相談

ベビーズクッキング

エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
カリウム
カルシウム
マグネシウム
鉄
食物繊維
食塩相当量

122Kcal
2.2g
4.9g

17.4g
366mg
42mg
34mg
0.7mg

2.6g
0.9g

1人分あたりの栄養価

シャキシャキじゃがいも・ごぼうのきんぴら

八女はおいしい
～ ふるさとの恵み ～

【作り方】
① じゃがいもは細切りに
して、水にさらす。
② ごぼう、人参は、じゃ
がいもの大きさに合わせ
て細く切る。
③ じゃがいも、人参、ご
ぼうをごま油で炒める。
④ 野菜を好みの固さに炒
め、Ａを加え、さらに水分
がなくなるまで炒める。
⑤ 器に盛りつけ、すりご
まを振りかける。

八女市食生活改善推進会上陽
支部で考えられたレシピです。

　

20
～
74
歳
の
人
で
、
血
糖
値
が
高
め

と
判
定
さ
れ
た
人
、
糖
尿
病
予
備
軍
、

糖
尿
病
治
療
中
な
ど
、
糖
尿
病
が
気
に

な
る
人
を
対
象
に
し
た
教
室
で
す
。
市

保
健
師
、
管
理
栄
養
士
に
よ
る
糖
尿
病

予
防
に
つ
い
て
の
話
お
よ
び
生
活
習
慣

病
を
予
防
す
る
た
め
の
食
べ
方
の
コ
ツ

を
、
予
防
食
を
試
食
し
な
が
ら
実
践
し

ま
す
。

◦
日
程
＝
12
月
1
日
㈭
10
時
～
13
時

（
受
付
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク
9
時
30
分
～

10
時
ま
で
）

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟
１
階

◦
参
加
費
＝
３
０
０
円（
調
理
材
料
代
）

◦
定
員
＝
20
人
（
先
着
順
）

◦
持
っ
て
く
る
も
の
＝
今
年
度
受
け
た

特
定
健
診
結
果
、筆
記
用
具
、エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル

◦
内
容
＝
血
圧
測
定
な
ど
健
康
チ
ェ
ッ

ク
、健
診
結
果
の
見
方
、食
事
に
つ
い
て
、

予
防
食
試
食
、
個
別
相
談
（
希
望
者
）

◦
申
込
期
間
＝
11
月
15
日
㈫
～
11
月

24
日
㈭

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課

保
健
指
導
係
（
☎
２
３・１
３
５
２
）

※
申
し
込
み
さ
れ
た
人
に
は
、
後
日
詳

し
い
内
容
の
お
手
紙
を
差
し
上
げ
ま
す
。

す
こ
や
か
な
食
べ
方
教
室

生
活
習
慣
病
予
防
教
室

参加者
募　集

Ａ

毎日の食卓に野菜料理を一品プラスしましょう！

マタニティ教室
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給
与
収
入
だ
け
の
人
で
、
所
得
税
が
給
与

か
ら
源
泉
徴
収
（
※
１
）
さ
れ
て
お
り
、
年

末
調
整
（
※
２
）
が
済
ん
で
い
れ
ば
申
告
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
・
中
途
退
職
な
ど
で
年
末
調
整
が
さ
れ
な

い
人
、
年
末
調
整
で
控
除
等
を
漏
ら
し
た
人

は
、
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
で
所
得
税
を
精

算
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
医
療
費
控
除
・
雑
損
控
除
・
寄
附

金
控
除
（
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
対
象
者
は
除

く
）・住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除（
初
年
度
分
）

な
ど
は
、
年
末
調
整
で
は
所
得
税
の
精
算
を

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
確
定
申
告
が

必
要
で
す
。

《
※
１ 

源
泉
徴
収
》
勤
務
先
が
給
与
な
ど
を

支
払
う
際
、
所
得
税
額
を
そ
の
収
入
に
応
じ

て
計
算
し
て
給
与
か
ら
天
引
き
し
、
国
に
納

め
る
こ
と
。

《
※
２ 

年
末
調
整
》
勤
務
先
が
そ
の
年
（
１

月
１
日
～
12
月
31
日
）
最
後
に
給
与
な
ど
を

支
払
う
際
、
１
年
間
の
収
入
額
な
ど
か
ら
計

算
し
た
所
得
税
額
と
、
こ
れ
ま
で
源
泉
徴
収

し
た
所
得
税
額
を
比
べ
て
過
不
足
額
を
精
算

す
る
こ
と
。
扶
養
控
除
・
社
会
保
険
料
等
控

除
・
生
命
保
険
料
控
除
な
ど
の
証
明
書
や
申
告

書
を
勤
務
先
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
パ
ー
ト
収
入
は
通
常
、
給
与
収
入
の
た
め
、

所
得
税・市
県
民
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
所
得
税
】
所
得
税
（
国
に
納
め
る
税
）
は
、

給
与
収
入
か
ら
給
与
所
得
控
除
額
（
最
低

65
万
円
）
と
基
礎
控
除
（
38
万
円
）
な
ど
の

所
得
控
除
を
差
し
引
い
た
残
り
の
額
（
課
税

所
得
）
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、パ
ー

ト
収
入
が
１
０
３
万
円
以
下
で
ほ
か
に
収
入

が
な
い
場
合
は
、
所
得
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
所
得
税
は
そ
の
年
（
1
月
1
日
～
12

月
31
日
）
の
収
入
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

※
所
得
税
と
市
県
民
税
で
は
基
準
が
異
な
る

た
め
、
所
得
税
が
か
か
ら
な
い
場
合
で
も
市

県
民
税
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。（
表
１
）

【
市
県
民
税
】　
市
県
民
税
（
地
方
に
納
め
る

税
）
に
は
均
等
割
と
所
得
割
が
あ
り
ま
す
。

均
等
割
（
税
額
５
５
０
０
円
）
は
、
パ
ー
ト

収
入
が
93
万
円
以
下
で
ほ
か
に
収
入
が
な
い

場
合
は
、
か
か
り
ま
せ
ん
。
所
得
割
（
税
率

10
％
）
は
、
パ
ー
ト
収
入
が
１
０
０
万
円
以

下
で
ほ
か
に
収
入
が
な
い
場
合
は
、
か
か
り

ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
パ
ー
ト
収
入
が
93
万
円

を
超
え
て
も
１
０
０
万
円
以
内
で
あ
れ
ば
、

均
等
割
の
み
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
基
準
は
税
法
上
の
扶
養
親
族
や

控
除
対
象
配
偶
者
が
い
な
い
場
合
で
す
。
ま

た
市
県
民
税
は
、
１
年
間
（
１
月
１
日
～
12

月
31
日
）
の
収
入
を
も
と
に
計
算
し
、
翌
年

度
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
Ａ
さ
ん
、
Ｂ
さ
ん
夫
婦
の
場
合
、
共
に
収

入
が
あ
る
場
合
で
も
、
所
得
要
件
を
満
た
せ

ば
、
配
偶
者
控
除
か
配
偶
者
特
別
控
除
の
ど

ち
ら
か
に
該
当
し
ま
す
。（
表
１・２
を
参
照
）

《
例
１
》
Ｂ
さ
ん
の
収
入
が
１
０
３
万
円
以

下
の
場
合

Ａ
さ
ん
の
配
偶
者
控
除
＝
所
得
税
38
万
円
、

市
県
民
税
33
万
円

※
所
得
税
と
市
県
民
税
の
基
準
が
異
な
る
た

め
、
Ａ
さ
ん
の
配
偶
者
控
除
に
該
当
す
る
場

合
で
も
、
Ｂ
さ
ん
に
市
県
民
税
の
均
等
割
が

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

《
例
２
》
Ｂ
さ
ん
の
収
入
が
１
０
３
万
円
超

１
４
１
万
円
未
満
の
場
合

Ａ
さ
ん
の
配
偶
者
控
除
＝
０
円

Ａ
さ
ん
の
配
偶
者
特
別
控
除
＝
Ｂ
さ
ん
の
所

得
に
応
じ
、
所
得
税
38
万
円
か
ら
３
万
円
ま

で
、
市
県
民
税
33
万
円
か
ら
３
万
円
ま
で

※
配
偶
者
特
別
控
除
は
、
Ａ
さ
ん
の
合
計
所
得

金
額
が
１
千
万
円
（
給
与
収
入
で
約
１
２
３
１

万
円
）
を
超
え
る
場
合
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

給与収入 所得税
市県民税 所得税および市県民税 一般的な社会

保険（保険証）
※の扶養均等割 所得割 配偶者

控除
配偶者

特別控除

93万円以下
かから
ない

かから
ない かから

ない 受けられ
る

受けられ
ない 認められる

100万円以下

かかる
場合が
ある

103万円

かかる
場合が
ある

103万円超
130万円未満 かかる

場合が
ある

受けられ
ない

受けられ
る
※表２参照130万円以上

141万円未満 認められな
い141万円以上 受けられ

ない

（表１）パート収入に関する所得税と市県民税 （表２）所得額と配偶者控除・配偶者特別控除

Ｂさんの所得額 Ａさんが受けることができる控除額
所得税 市県民税

配偶者控除 380,000 円まで 380,000 円 330,000 円

配偶者
特別控除

380,001円～ 399,999 円まで 380,000 円 330,000 円
400,000 円～ 449,999 円まで 360,000 円 330,000 円
450,000 円～ 499,999 円まで 310,000 円
500,000 円～ 549,999 円まで 260,000 円
550,000 円～ 599,999 円まで 210,000 円
600,000 円～ 649,999 円まで 160,000 円
650,000 円～ 699,999 円まで 110,000 円
700,000 円～ 749,999 円まで 60,000 円
750,000 円～ 759,999 円まで 30,000 円

パ
ー
ト
収
入
と
税
、源
泉
徴

収
と
年
末
調
整
に
つ
い
て

給
与
収
入
が
あ
る
人
の
年
末
調
整
の
時
期
が
近

づ
い
て
き
ま
し
た
。給
与
収
入
と
税
金
の
関
係
、

配
偶
者
控
除
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課
市
民
税
係

　
（
☎
２
３・１
１
１
３
）

◉
年
末
調
整
で
控
除
を
漏
ら
し
た
ら

確
定
申
告
を

◉
パ
ー
ト
収
入
に
対
す
る
所
得
税
と
市

県
民
税

◉
配
偶
者
に
パ
ー
ト
収
入
が
あ
る
場
合

税
について学ぼう

※【一般的な社会保険（保険証）の扶養】社会保険（保険証）の扶養については一般的な例であり、
以下の条件を全て満たす方は、年間の給与収入が１３０万円未満であってもご自身の勤務先の社会
保険の加入対象者になる可能性がありますので、勤務先で確認をお願いします。①１週間の労働時
間が 20時間以上②１か月の賃金が 88,000円以上③雇用期間が1年以上の予定④勤務先の従業員
数が 501人以上⑤学生以外（夜間、定時制の方は除く）⑥ 75 歳未満
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「
体
調
が
悪
い
と
き
は
、
ま
ず
こ

こ
へ
」
と
い
う
気
軽
に
受
診
で
き

る
、か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ

う
。
か
か
り
つ
け
医
で
は
、

▽
受
診
手
続
き
が
簡
単
で
待
ち
時

間
が
短
く
、
丁
寧
な
診
察
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

▽
家
族
の
病
歴
や
健
康
状
態
を
継

続
的
に
把
握
し
て
い
る
の
で
、
適

切
に
対
応
し
て
く
れ
ま
す
。

▽
精
密
検
査
や
高
度
な
医
療
が
必

要
な
と
き
は
、
専
門
医
を
紹
介
し

て
も
ら
え
ま
す
。

時
間
外
や
休
日
の
受
診
は
、
急

病
な
ど
や
む
を
得
な
い
場
合
以
外

避
け
ま
し
ょ
う
。
平
日
は
都
合
が

悪
い
か
ら
等
の
理
由
で
む
や
み
に

休
日
や
夜
間
に
受
診
す
る
と
、
緊

急
性
の
高
い
重
症
の
人
の
治
療
に

支
障
を
来
し
ま
す
し
、
医
師
の
負

担
に
も
な
り
、
時
間
外
の
割
増
料

金
で
医
療
費
が
高
く
な
り
ま
す
。

同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関

を
受
診
す
る
重
複
受
診
（
は
し
ご

受
診
）
は
、
医
療
費
の
無
駄
に
な

る
う
え
に
、
注
射
や
投
薬
の
重
複

で
副
作
用
が
出
て
、
体
に
負
担
を

与
え
る
心
配
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
国
保
年
金
係
の
職
員
と

保
健
師
に
よ
る
重
複
受
診
者
の
訪

問
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、

最
初
に
作
ら
れ
た
医
薬
品
（
先
発

医
薬
品
）
の
特
許
期
間
が
終
わ
っ

た
後
に
同
じ
成
分
・
製
造
法
で
作

ら
れ
た
薬
の
こ
と
で
、
開
発
費
が

低
く
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

安
価
に
な
っ
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
が
承
認
し
た
薬
だ

け
し
か
流
通
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

安
全
性
や
有
効
性
は
先
発
医
薬
品

と
同
等
と
い
え
ま
す
。

医
療
費
を
抑
え
る
た
め
に
、
家

計
に
も
や
さ
し
い
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
に
変
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
す
べ
て
の
病
気
の
治
療
に
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
医
師
の

治
療
上
の
方
針
で
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
に
変
更
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
変

更
に
つ
い
て
は
、
医
師
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

八
女
市
で
は
、
国
保
加
入
の

皆
さ
ん
に
処
方
さ
れ
た
薬
が
も
し

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
だ
っ
た
ら

ど
の
く
ら
い
医
療
費
を
節
約
で
き

る
の
か
、
割
引
額
を
お
知
ら
せ
す

る
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額

通
知
」
を
差
額
の
額
が
大
き
い
人

に
毎
月
発
送
し
て
い
ま
す
。

毎
年
特
定
健
診
を
受
け
て
、
病

気
の
早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

生
活
習
慣
病
な
ど
は
、
自
覚
症
状

が
現
れ
に
く
い
の
で
、
早
期
発
見

の
た
め
に
は
特
定
健
診
が
重
要
で

す
。
早
め
に
治
療
を
開
始
す
れ
ば
、

治
療
期
間
も
医
療
費
も
少
な
く
て

す
み
ま
す
。

医
療
費
の
高
騰
で
国
保

財
政
が
ひ
っ
迫
し
て
い
ま
す

国
民
健
康
保
険
（
以
下
、
国
保
）
は
、
国
保
加
入
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
国

保
税
と
国
、
県
お
よ
び
市
か
ら
交
付
さ
れ
る
補
助
金
等
を
財
源
と
し
て
、
そ
の

中
か
ら
病
気
や
け
が
、出
産
や
死
亡
に
つ
い
て
必
要
な
給
付
を
行
う
制
度
で
す
。

し
か
し
、
医
療
の
高
度
化
に
伴
い
年
々
八
女
市
の
医
療
費
も
高
騰
を
続
け
、

平
成
24
年
度
以
降
は
皆
さ
ん
が
納
め
た
国
保
税
だ
け
で
は
医
療
費
を
賄
う
こ

と
が
で
き
ず
、
毎
年
度
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
に
お
い
て
も
医
療
費
の
高
騰
は
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
だ

と
保
険
税
の
税
率
を
上
げ
る
必
要
が
出
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
増
え
続
け
る
医

療
費
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
お
医
者
さ
ん
の
か
か
り
方
や
薬
と
の
つ
き
あ
い
方

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

今
、
本
当
に
受
診
が
必
要

で
す
か
？

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額

通
知
」
を
発
送
し
て
い
ま
す

健
康
維
持
の
た
め
に
毎
年

特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

重
複
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

◦
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
国
保
年
金
係
（
☎
２
３
・１
１
１
６
）

か
か
り
つ
け
医
は

決
め
て
い
ま
す
か
？

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
を
推
進
し
て
い
ま
す

ガン（13.3％）
9 億 267 万円

高血圧、脳梗塞、動脈硬
化等の循環器系（14.6％）
9 億 8,702 万円

精神､ 行動障害
　（13.2％）
　8億9,468万円

骨折等外からの原因
による疾病（8.9％）
6 億 293 万円

虫歯、胃腸病、肝臓病
等の消化器系（11.6％）
7 億 8,345 万円

関 節 症、 腰 痛、
脊椎症等の筋骨
格系疾患（7.2％）
4 億 8,744 万円

その他の疾病
（25.1％）
17 億 480 万円

糖尿病を含む内
分泌、代謝疾患 

（6.1％）
4 億 1,552 万円

平成 27 年度の医療費総額
67 億 7,851万円

国
民
健
康
保
険
加
入
の
皆
さ
ん
へ
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※両方の給付対象者に該当する方は、２つの給付金を受給できます。
※受給できる可能性がある方（世帯）には、申請書を郵送していま
すので、お早めの申請をお願いします。
※申請をされても審査の結果、対象外となる場合があります。

【申請期限】　郵送の場合　     12 月 31日㈯　※消印有効
　　　　　  窓口受付の場合　12 月 28 日㈬

【申請窓口】   （本庁）207 会議室、（各支所）市民生活福祉課窓口
【問い合わせ】　八女市臨時給付金担当 ☎ 24・8091／ 24・8092
※詳しくは申請書同封チラシ、広報やめ 9 月1日号または八女市ホー
ムページをご覧ください。

給付金の名称 給付対象者 給付額

平成 28 年度
臨時福祉
給付金

次の①②の要件をどちらも満たす方です。
① 平成 28 年 1 月1日時点で八女市に住民
票がある方
② 平成 28 年度分の市町村民税（均等割）
が課税されていない方
※「課税されている方に扶養（事業専従者
を含む）されている方」や、「生活保護の受
給者」などは除きます。※「高齢者向け給
付金を受給した方」も受給できます。

１
人
に
つ
き
３
千
円

障害・遺族
年金受給者
向け給付金

平成 28 年度臨時福祉給付金の給付対象者
のうち、障害基礎年金または遺族基礎年金
を受給している方
※「高齢者向け給付金を受給した方」は受
給できません。

１
人
に
つ
き
３
万
円

平
成
26
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
よ
る
影
響
に
配
慮
し
、
臨
時
的
・
暫
定
的
な
措
置

と
し
て
、
所
得
の
少
な
い
方
に
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
を
平
成
27
年
度
に
引
き
続
き
給
付
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
賃
金
引
き
上
げ
の
恩
恵
が
お
よ
び
に
く
い
所
得
の
少
な
い
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給

者
に
は
、「
障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金
（
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
）」
が

加
算
さ
れ
ま
す
。（
※
「
高
齢
者
向
け
給
付
金
を
受
給
し
た
方
」
に
は
加
算
さ
れ
ま
せ
ん
）

臨
時
福
祉
給
付
金
等
の

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

◆市・県・国などが ATM( 銀行・コンビニなどの現金自動預け払い機 ) の操作をお願い
することは絶対にありません。
◆ ATM を自分で操作して、他人からお金を振り込んでもらうことは絶対にありません。
◆「平成 28 年度臨時福祉給付金」および「障害・遺族年金受給者向け給付金」のため
に手数料などの振込を求めることは絶対にありません。
◆ご自宅や職場などに市・県・国などをかたった不審な電話がかかってきたり、不審な郵
便が届いたりしたら、迷わず八女市臨時給付金担当や最寄りの警察署にご連絡ください。

◉「
仕
事
が
な
か
な
か
み
つ
か
ら
な
い
」「
生

活
に
困
っ
て
い
る
」「
ど
こ
に
相
談
し
た
ら

い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
、
お
一
人
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
お
困
り
ご
と
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。支
援
員
と
一
緒
に
考
え
、

解
決
に
向
け
て
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

◉
家
族
や
知
人
な
ど
本
人
以
外
の
相
談
も

受
け
付
け
ま
す
。
ま
た
、
周
り
で
お
困
り

の
方
が
い
れ
ば
、
そ
の
方
に
も
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

▼
事
業
内
容

◦
自
立
相
談
支
援
事
業

　

支
援
員
が
相
談
を
受
け
、
ど
の
よ
う
な

支
援
が
必
要
か
を
あ
な
た
と
一
緒
に
考
え
、

具
体
的
な
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
社
会

福
祉
協
議
会
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
女
等
の

関
係
機
関
と
連
携
・
同
行
し
て
、
自
立
に

向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

◦
住
居
確
保
給
付
金

　

離
職
等
に
よ
り
住
居
を
失
っ
た
方
、
ま

た
は
失
う
お
そ
れ
の
高
い
方
に
は
、
一
定
期

間
、
家
賃
相
当
額
を
支
給
し
、
就
職
に
向

け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。（
※
年
齢
・
収
入
・

求
職
活
動
を
行
う
等
の
要
件
が
あ
り
ま
す
）

◦
家
計
相
談
支
援
事
業

　

家
計
の
収
支
な
ど
の
課
題
を
分
析
し
、

状
況
に
応
じ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

（
※
八
女
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

「振り込め詐欺」
や「個人情報の
詐欺」にご注意
ください！

▼
相
談
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課

生
活
支
援
係(

☎
２
３・１
３
５
０)

【
福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

生
活
や
就
労
に
つ
い
て
、

困
り
ご
と
や
不
安
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
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女
支
会
主
催
。
入
場
無
料

◦
日
時
＝
12
月
４
日
㈰
10
時
～

◦
会
場
＝
八
女
教
育
会
館
大
会
議

室
（
福
島
小
正
門
よ
り
南
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
会
（
☎
２
４
・

４
１
９
３
）

　

１
粒
の
米
に
般
若
心
経
５
千
文

字
を
書
く
、
極
小
文
字
世
界
ギ
ネ

ス
ブ
ッ
ク
公
認
記
録
保
持
者
石
井

岳
城
の
驚
愕
の
ミ
ク
ロ
の
世
界
と
、

え
り
す
ぐ
り
の
工
芸
家
仲
間
た
ち

７
人
に
よ
る
実
演
と
作
品
展
。
入

場
無
料
。

◦
日
時
＝
12
月
１
日
㈭
～
11
日
㈰

９
時
～
17
時
※
最
終
日
16
時
ま
で

◦
工
芸
品
名
＝
ミ
ク
ロ
工
芸
、
べ
っ

甲
細
工
、
木
の
器
、
染
色
図
案
、

鬼
地
蔵
、
肥
後
象
嵌
、
煤
竹
ペン
等

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
伝

統
工
芸
館
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　

福
島
第
一
原
発
の
事
故
後
、
福

島
で
苦
悩
し
な
が
ら
農
業
を
続
け

る
家
族
と
東
京
の
若
者
た
ち
と
の

対
話
を
描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
「
大
地
を
受
け
継
ぐ
」
と
、

馬
奈
木
厳
太
郎
弁
護
士
の
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
。
県
退
職
教
職
員
協
会
八

　
紅
葉
を
な
が
め
な
が
ら
お
茶
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。
開
運
寺
と
江
戸

千
家
八
女
不
白
会
共
催
。
当
日
は

座
禅
と
写
経
の
体
験
が
で
き
ま
す
。

◦
日
時
＝
11
月
23
日
㈷
13
時
～
18
時

◦
お
茶
券
代
＝
大
人
１
席
５
０
０

円
、
中
学
生
以
下
１
席
２
０
０
円

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
開
運
寺

（
立
花
町
北
山
井
手
の
口 

☎
２
３
・

０
７
１
０
）

　
う
つ
病
は
本
人
や
家
族
に
と
っ

て
、
と
て
も
つ
ら
い
病
気
で
す
。
同

じ
病
気
の
方
を
持
つ
家
族
同
士
で

集
ま
り
、
日
頃
の
不
安
や
今
の
思

い
を
お
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
秘
密

厳
守
、
参
加
無
料
、
要
申
込
。

◦
対
象
者
＝
う
つ
病
の
方
の
家
族

◦
日
時
＝
11
月
24
日
㈭
14
時
～
15

時
30
分

◦
内
容
＝
臨
床
心
理
士
に
よ
る
つ
ど

い
（
悩
み
の
共
有
や
情
報
交
換
等
）

◦
会
場
＝
県
南
筑
後
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
２
階
第
３
会
議
室
（
柳

川
総
合
庁
舎
内
・
柳
川
市
三
橋
町
）

◦
申
込
＝
同
所
健
康
増
進
課 

（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
７
６
）

　

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
八
女
『
お

は
な
し
お
は
な
し
』
は
、「
子
ど
も

た
ち
に
お
は
な
し
の
楽
し
み
を
」
と

月
１
回
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
の
勉

強
会
を
し
、
学
校
等
で
そ
の
お
は

な
し
を
子
ど
も
た
ち
に
届
け
て
い
ま

す
。
年
に
１
度
の
発
表
会
で
す
。

◦
日
時
＝
11
月
26
日
㈯
13
時
30
分
～

◦
対
象
＝
子
ど
も
（
お
は
な
し
が
聞

け
る
子
～
）
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

興
味
が
あ
る
人
等
ど
な
た
で
も

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
交
流
室
Ａ

◦
問
い
合
わ
せ
＝
森
さ
ん

（
☎
０
９
０・７
４
７
８・４
４
３
８
）

　

八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食
品
、

雑
貨
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
11
月
27
日
㈰
９
時
～
12

時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と
き

め
き
駐
車
場
※
出
店
者
随
時
募
集

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

八
女
軽
ト
ラ
市

お
知

ら
せ
お
知

ら
せ

「
石
井
岳
城
と
仲
間
た
ち
」

異
色
作
家
七
人
展

映
画
「
大
地
を
受
け
継
ぐ
」

う
つ
の
家
族
の
つ
ど
い

お
は
な
し
会

第
６
回
山
寺
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
も
み
じ
茶
会

　べんがら村ジムスペースに「SPORTS 
FITNSS GYMぱ～そなるFIT」がプレオープ
ンしました。スポーツをしている子どもから、
体づくりを目指した一般の方、いつまでも健
康な体でいたいという高齢者の方までどなた
でも気軽にご利用いただけます。入会費や
年会費等は必要なく、運動したい時にいつ
でも500 円でご利用できます。筋トレや有
酸素運動、ダンスやヨガ、体幹トレーニング・
ストレッチなど豊富なスタジオ教室も同一料
金で行えます。医療資格を保持した専門の
トレーナーも常駐しており、手術後や病気後
の方でも安心してご利用いただけます。
◦営業時間＝月曜日～土曜日13 時～ 22 時

（第 2・4 月曜日休館）／日曜日10 時～ 22
時／最終受付 21時
◦料金＝ 500 円（プレオープン期間）
◦問い合わせ＝ぱ～そなる FIT（☎ 090・
9685・3254）

八女市健康増進施設

べんがら村のお知らせ

べんがら村
「秋の収穫祭」

　楽しいイベントを多数用意していますの
で、皆さまのご来場をお待ちしています。
◦日時＝11月26日㈯～ 27日㈰ 10時～ 17時
◦おもなイベント内容＝

【直売所】500 円以上お買い上げの方ガラ
ポン抽選会　

【レストラン】ぜんざい無料配布（数量限定）
【お風呂】26 日半額券 2 枚プレゼント　
【ビール】べんがら麦酒工房から産まれた
新商品試飲販売会　

【パン工房】新作ピザパン販売、八女茶メ
ロンパン試食販売
※このほかにも様 な々イベントを準備しています。
◦問い合わせ＝べんがら村（☎ 24・3339）

11/26㈯
～27㈰

10時～17時

フィットネスジムプレオープン

　11 月29日㈫ 11時ごろ、全国瞬時
警報システムを用いた、地震や武力
攻撃等の緊急情報の伝達訓練が全国
一斉に行われます。これにあわせて、
防災ラジオが自動起動し、最大音量
で「これはテストです」という放送が
３回流れます。訓練ですのでお間違
えないようお願いします。

（※）Ｊアラートとは、地震・津波や
武力攻撃等の緊急情報を、国から人
工衛星などを通じて瞬時にお伝えす
るシステムです。
⃝問い合わせ＝防災安全課消防防災
係（☎ 23・1731）

緊急情報伝達訓練これはテストですこれはテストです
これはテストです
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◦
相
談
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
県

社
会
保
険
労
務
士
会
（
☎
０
９
２・

４
１
４
・
４
８
６
４
）
博
多
区
博

多
駅
東
２
―
５
―
28
博
多
偕
成
ビ

ル
３
階
３
０
１
号

　

筑
後
・
八
女
地
区
雇
用
問
題
協

議
会
で
は
、
福
岡
県
筑
後
労
働
者

支
援
事
務
所
と
共
催
で
、
解
雇
や

賃
金
未
払
い
、
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ

ラ
な
ど
の
様
々
な
労
働
問
題
に
関

す
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
弁

護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
も
行

い
ま
す
。

◦
日
時
＝
12
月
11
日
㈰
10
時
～
16

時
（
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
は
13
時
～
16
時
、
事
前
予
約
優

先
・
当
日
受
付
可
）

◦
場
所
＝
八
女
伝
統
工
芸
館
2
階

会
議
室

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
商
工
観

光
課
（
☎
２
３
・
１
５
９
６
）

ふらっち広場からのお知らせ

★外出「熊本へ行こう」
◦日時＝11 月20日㈰ 9 時 30 分ふらっ
ち広場出発◦参加費＝ 500 円

★お菓子作り「スイートポテトケーキ」
◦日時＝11月26日㈯ 13 時 30 分
◦参加費＝ 100 円

★アロマテラピー講座
◦日時＝12 月 4 日㈰ 13 時 30 分～
◦メニュー＝アロマボディクリーム＆ア
ロマハンドマッサージ◦参加費＝ 300 円

★外出「モラージュ佐賀」
◦日時＝12月10日㈯10時30分ふらっ
ち広場出発◦参加費＝ 250 円

▪各イベントは要予約
▪平日も簡単な工作・手芸等できます
ので、お気軽にご来館ください。

ほ
ほ
え
み地域活動支援センター

☀場所＝八女市本町178（旧きんぷく亭）
☀ふらっち広場（☎ 24・3022）
11時～ 17 時開館／月曜日休館

◦
日
時
＝
12
月
３
日
㈯
15
時
～
17
時

◦
場
所
＝
九
州
大
谷
短
期
大
学
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
筑
後
市
蔵
数
）

◦
特
別
講
演
＝
「
司
書
ほ
ど
素
敵

な
仕
事
は
無
い
！
～
図
書
館
員
が

い
る
か
ら
図
書
館
～
」
図
書
館
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
押

樋
良
樹
さ
ん
※
入
場
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校

（
☎
０
９
４
２
・
５
３
・
９
９
０
０
）

◦
期
日
＝
12
月
10
日
㈯
、
11
日
㈰

（
２
日
間
）
10
時
～
17
時

◦
講
師
＝
国
指
定
重
要
無
形
文
化

財
久
留
米
絣
技
術
保
持
者
森
山
虎

雄
・
森
山
富
子
さ
ん

◦
内
容
＝
干
支
（
酉
）
タ
ペ
ス
ト

リ
ー
、
テ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー
各
１
枚

◦
受
講
料
＝
１
５
０
０
０
円

◦
定
員
＝
10
人
（
先
着
）

査
に
従
事
し
て
い
た
だ
け
る
登
録

調
査
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
調
査
員
の
主
な
仕
事
＝
説
明
会

へ
の
出
席
、
調
査
対
象
へ
の
依
頼
、

調
査
票
の
配
布
・
回
収
、
回
収
し

た
調
査
票
の
審
査
、
市
へ
の
提
出

　

登
録
調
査
員
に
な
る
た
め
に
は
、

指
定
用
紙
で
の
申
請
が
必
要
で
す

の
で
、
希
望
さ
れ
る
人
は
市
役
所

本
庁
総
務
課
ま
た
は
各
支
所
総
務

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
統
計
調
査
員
に
は
、
勤
務
に
よ

り
報
酬
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
統
計

調
査
の
実
施
数
や
規
模
は
年
に

よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
登
録
後
す
ぐ

に
従
事
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
本
庁
総
務
課

（
☎
２
３
・
１
１
１
１
）
▽
黒
木
支

所
総
務
課
（
☎
４
２
・
１
１
１
１
）

上
陽
支
所
総
務
課
（
☎
５
４
・
２

２
１
１
）
▽
立
花
支
所
総
務
課
（
☎

２
３
・
５
１
４
１
）
▽
矢
部
支
所

総
務
課
（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）
▽

星
野
支
所
総
務
課
（
☎
５
２
・
３

１
１
１
）

　　

司
法
書
士
が
電
話
に
て
労
働
ト

ラ
ブ
ル
等
に
関
す
る
相
談
に
無
料

で
応
じ
ま
す
。

◦
日
時
＝
11
月
27
日
㈰
10
時
～
17
時

◦
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

◦
持
参
品
＝
は
さ
み
、
エ
プ
ロ
ン
、

座
布
団
（
薄
手
）、
昼
食

◦
申
込
＝
同
館
大
石
さ
ん（
☎
２
２・

３
１
３
１
）

　

門
松
の
歴
史
は
平
安
時
代
に
始

ま
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
手
作
り
の

門
松
で
新
た
な
年
を
迎
え
ま
し
ょ

う
。（
高
さ
約
50
㎝
）

◦
日
時
＝
12
月
21
日
㈬
10
時
～

◦
場
所
＝
西
公
民
館

◦
募
集
＝
20
人
（
先
着
順
）

◦
材
料
代
＝
１
対 
２
５
０
０
円

◦
申
込
期
間
＝
11
月
16
日
㈬
～
12

月
７
日
㈬
（
９
時
～
17
時
、
申
し

込
み
は
電
話
で
受
付
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
館

（
☎
２
４
・
５
２
７
２
）

　

国
等
が
実
施
す
る
各
種
統
計
調

◦
内
容
＝
労
働
相
談
全
般
（
賃
金
、

残
業
代
、
解
雇
、
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ

ハ
ラ
・
マ
タ
ハ
ラ
・
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
、

違
法
派
遣
）、
借
金
、
生
活
保
護
・

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
等
※
司
法

書
士
の
業
務
に
関
す
る
こ
と
に
限
る

◦
相
談
電
話
番
号
＝
０
１
２
０
・
６

１
０
・
４
５
６
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
当
日
以
外
で
も
司
法
書
士
が
無

料
で
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す

（
☎
０
９
２
・
７
２
４
・
９
５
０
５
）

※
平
日
18
時
～
20
時

　

12
月
２
日
の
「
社
労
士
の
日
」

に
無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

労
働
条
件
・
解
雇
・
残
業
代
未
払

い
な
ど
の
労
働
問
題
や
、
老
齢
年

金
・
障
害
年
金
な
ど
の
年
金
問
題

に
対
応
し
ま
す
。
相
談
無
料
、
秘

密
厳
守
。
※
面
談
の
み
要
予
約

◦
日
時
＝
12
月
２
日
㈮
12
時
～
18
時

◦
相
談
方
法
＝
面
談
ま
た
は
電
話

２
０
１
６
全
国
一
斉

労
働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

「
無
料
相
談
会
」

八
女
・
筑
後
・
広
川
地
区

労
働
相
談
会

九
州
大
谷
短
期
大
学

情
報
文
化
学
会
特
別
講
演

久
留
米
絣
手
織
り
講
習
会

西
公
民
館
講
座
「
門
松
作
り
」

統
計
調
査
員

教
室
・
講
座

八女市岩戸山歴史文化
交流館「いわいの郷」
師走草子 絵巻物づ
くりに挑戦しよう

　八女の手すき和紙を使っ
て、自分だけのオリジナル絵
巻物を作ってみませんか。
◦日時＝ 12 月３日㈯ 10 時
～ 15 時
◦集合場所＝岩戸山歴史文
化交流館
◦参加対象＝小学生５年生
程度
◦定員＝ 20 人程度
◦参加費＝300円（昼食持参）
◦申込方法＝電話または
ファクスにて（先着順）
◦募集期間＝12月２日㈮まで
◦申込・問い合わせ＝同館

（☎24・3200／O24・3210）
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清
潔
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
、空
き
缶
や
空
き
び
ん（
散

乱
ご
み
を
含
む
）
を
地
区
ご
と
に

回
収
し
ま
す
。
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
人
に
は
、

資
源
ご
み
（
新
聞
や
雑
誌
等
紙
類
）

を
出
す
時
に
結
び
、
そ
の
ま
ま
リ

サ
イ
ク
ル
で
き
る
エ
コ
紙
ひ
も
を
参

加
賞
と
し
て
配
布
し
ま
す
。

◦
期
日
＝
11
月
20
日
㈰
※
各
地
区

に
よ
っ
て
集
合
時
間
、
場
所
が
異

な
り
ま
す
。
詳
細
は
、
隣
組
回
覧

を
ご
覧
に
な
る
か
、
各
行
政
区
長

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
集
合
場
所
＝
▽
福
島
＝
市
役
所

▽
長
峰
＝
各
行
政
区
▽
上
妻
＝
各

行
政
区
▽
三
河
＝
各
行
政
区
▽
八

幡
＝
西
公
民
館
▽
川
崎
＝
各
行
政

区
▽
忠
見
＝
各
行
政
区
▽
岡
山
＝

各
行
政
区
▽
黒
木
＝
各
行
政
区
▽

豊
岡
＝
各
行
政
区
▽
串
毛
＝
各
行

政
区
▽
木
屋
＝
各
行
政
区
▽
笠
原

＝
各
行
政
区
▽
大
淵
＝
各
行
政
区

▽
光
友
＝
各
行
政
区
▽
北
山
＝
各

行
政
区
▽
白
木
＝
各
行
政
区
▽
辺

春
＝
各
行
政
区
▽
上
陽
＝
各
行
政

区
▽
矢
部
＝
各
行
政
区
▽
星
野
＝

各
地
区
集
会
所

◦
主
催
＝
八
女
市
環
境
衛
生
協
議
会

◦
問
い
合
わ
せ
＝
協
議
会
事
務
局

本
庁
環
境
課
（
☎
２
３・１
４
６
２
）

黒
木
支
所
（
☎
４
２
・
１
４
６
３
）

立
花
支
所
（
☎
２
３
・
４
９
３
３
）

上
陽
支
所
（
☎
５
４
・
２
２
１
８
）

矢
部
支
所
（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

星
野
支
所
（
☎
５
２
・
３
１
１
３
）

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
か
。
林
退
共
制
度
に

加
入
し
て
い
た
が
、
退
職
金
を
ま
だ

受
け
取
っ
て
い
な
い
人
を
探
し
て
い

ま
す
。
以
前
林
業
の
仕
事
を
し
て

い
た
が
、
ご
自
身
が
林
退
共
へ
加
入

　
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
・
簿
記
・
会

計
ソ
フ
ト
等
を
学
び
ま
す
。
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
募
集
定
員
＝
15
人

◦
訓
練
期
間
＝
２
月
３
日
㈮
～
４

月
28
日
㈮
（
３
か
月
）
※
事
前
講

習
5
日
間
有
り

◦
募
集
期
間
＝
11
月
21
日
㈪
～
12

月
26
日
㈪

◦
受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
７

４
７
４
円
は
自
己
負
担
）

◦
実
施
施
設
＝
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

Ｐ
Ｃ
ワ
ー
ク
ス
（
筑
後
市
長
崎
４
２

４
／
☎
０
９
４
２・５
３・８
８
５
１
）

◦
実
施
機
関
・
問
い
合
わ
せ
＝
福

岡
県
立
久
留
米
高
等
技
術
専
門
校

（
☎
０
９
４
２
・
３
２
・
８
７
９
５
）

【
犯
罪
被
害
に
関
す
る
相
談
】

▽
福
岡
犯
罪
被
害
者
総
合
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

◦
相
談
専
用
電
話
＝
０
９
２
・
７
３

５
・
３
１
５
６

◦
相
談
時
間
＝
月
～
金
曜
日
９
～

16
時
※
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

【
性
暴
力
被
害
に
関
す
る
相
談
】

▽
性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
・

ふ
く
お
か

◦
相
談
専
用
電
話
＝
０
９
２
・
７
６

２
・
０
７
９
９

◦
相
談
時
間
＝
24
時
間
・
３
６
５

日
（
年
中
無
休
）

※
相
談
無
料
。
秘
密
厳
守
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
人
づ
く

り
・
県
民
生
活
部
生
活
安
全
課

（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
１
２
４
）

犯
罪
に
よ
る
被
害
で

お
悩
み
の
方
を
支
援
し
ま
す

第
37
回
空
き
缶
・
空
き
び
ん
（
散

乱
ご
み
）
回
収
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

パ
ソ
コ
ン
実
務
科
（
母
子
家
庭
の

母
等
）

林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）
か
ら
の
お
知
ら
せ

　警察では、11 月中に指名手配被疑者の早期検挙に向けた
取り組みを行っています。「指名手配被疑者によく似た人を見
かけた」といった、どんなわずかな情報でも結構です。警察
に通報していただくようお願いします。
◦問い合わせ＝八女警察署 刑事課（☎ 22・5110※内線３３１）

指名手配被疑者の検挙に御協力を！

こ
ん
に
ゃ
く
作
り
体
験
☀
場
所
＝
辺
春
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　辺春のおばちゃ
んたちと楽しくこん
にゃく作り体験をし
ませんか。エプロン
と三角巾を用意の
上参加ください。

◦日時＝《第 1回》11月19日㈯
《第 2 回》12 月17日㈯
※10 時～ 14 時（9 時 30 分開場）
◦場所＝辺春ふれあいセンター（立花
町上辺春 961）
◦参加費＝中学生以上 2,000 円、小学
生 500 円（小学生未満は無料）
◦内容＝こんにゃくをかき混ぜて丸め
るところから体験できます。おいしい
軽食とお土産こんにゃく3 個つき。
◦定員＝15 人（先着順）
◦主催＝辺春地域振興会議
◦申込・問い合わせ＝地域おこし協力
隊 田中さん（☎ 050・5580・4158）

し
て
い
た
か
分
ら
な
い
人
に
つ
い
て

も
お
調
べ
し
ま
す
。
ま
た
、
罹
災

さ
れ
た
共
済
契
約
者
お
よ
び
被
共

済
者
に
対
し
、
各
種
手
続
（
共
済

手
帳
の
紛
失
、
退
職
金
の
請
求
等
）

の
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
、
で
き

う
る
限
り
の
範
囲
に
お
い
て
速
や
か

に
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
最
寄
り
の
支
部
ま
た
は
本
部

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
案
内
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
独
立
行
政
法
人

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
林
業
退

職
金
共
済
事
業
本
部

（
☎
０
３
・
６
７
３
１
・
２
８
８
７
）

就
業
支
援
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■赤ちゃんRoom・相談Room
◦12/1㈭13:30 ～15:00/ 参加費有・要申込
■田中もと子先生のふあふあほっぺ
◦12/6 ㈫ 10:00 ～ 12:00 ／要申込
■マタニティさん集まれ
 「うどん作り」◦12/10 ㈯ 10:00 ～ 12:30
／参加費有、託児有、要申込
■赤ちゃんRoom・相談Room
◦12/13 ㈫13:30 ～15:00/ 参加費有・要申込
■4か月さん集まれ（7月生まれ）
◦12/14 ㈬10:00 ～12:30 ／産後ヨガ／飲
み物・バスタオル持参／参加費有・要申込
■ママたちの寺子屋塾
◦12/20 ㈫ 10:00 ～ 12:00 ／講師・高田
悦也さん／託児有・要申込

■プレママ＆ベビーサロン 「木の実アート」
◦12/7 ㈬ 10:30 ～／要申込／託児有
※場合により材料費有り

■みんなであそぼう
「クリスマスお楽しみ会」
◦12/11 ㈰ 10:30 ～／ひだまりカルテット
コンサート／要申込／参加費大人 100 円
■エンジェルルーム 「お正月飾り作り」
◦12/16 ㈮10:30 ～／材料費100円／要申込
■ハッピーバースデー「山下照子さんの
お話」◦12/20 ㈫ 10:30 ～／要申込

■子育てエ～ル
「栄養士さんのお話＆親子クッキング」
◦12/8 ㈭ 10:00 ～／場所・かがやき／参
加費 500円／託児なし／エプロン・三角巾・
お茶など持参ください。限定10 組・要申込
■GOGO！カ～りる
◦12/8 ㈭ 10:50 ～移動図書館車が来ま
す。図書利用カードをお持ちの人は持参
ください。
■わ・わ・ＷＡ！

「北山保育所の焼き芋会に参加しよう！」
◦12/9 ㈮ 10:30 ～／限定10 組・要申込
■ともだちっていいな
◦12/14 ㈬ 10:00 ～／北山保育所との交

流活動／今月は「リズムあそび」です。
■ハッピークリスマス◦12/20 ㈫ 10:30
～／限定子ども25 人・要申込
■すてきな記念日♥
◦12/21㈬ 10:30 ～※誕生月者のみ要申込

■ママといっしょ「クリスマス会」
◦12/15 ㈭10:30 ～／子ども20 人・要申込
■お誕生会「12 月生まれさん集まれ」
◦12/22 ㈭10:30 ～／誕生月者のみ要申込

■ 10:00 ～ 15:00
▽矢部集落センター 12/6 ㈫、21 ㈬
■ 10:00 ～ 13:00
▽井延公民館 12/7 ㈬
▽上陽公民館 12/9 ㈮
▽児童センター 12/14 ㈬
▽かがやき 12/19 ㈪
▽勤労青少年ホーム 12/21 ㈬
▽室岡公民館 12/22 ㈭

子育て支援施設　きらきら
（立花町北山2747-5）問（☎24・9090）

 移動ひろば問こども未来係（☎24・8814）

子育て支援総合施設
やめっこ未来館  みらい広場

（八女市稲富 499）問（☎24・8814）

子育ち支援掲示板 12 月 ※子育ち…子ども自身が、自らの
力で心身ともに成長すること。

子育て支援施設 ピコロ
（黒木町桑原207※ふじの里内）

問ふじの里（☎42・3301）

子育て支援施設  トゥインクル
（星野村 10775-14 ※そよかぜ内）
※開館日＝祝祭日除く火・木・金　
問０９０・３３２０・２１９６／
やめっこ未来館（☎ 24・8814）

12月4日（日）
藤本産婦人科小児科 東宮野町 23・2733
耳納高原病院 星野村 52・3135
まちの歯科医院 筑後市 0942・42・1515
12月11日（日）
東洋医学ひぐちクリニック 大島 23・2765
みやざき内科 立花町 37・0008
おおくま歯科医院 立花町 22・3550
冨田眼科医院 本 村 23・3455
12月18日（日）
ごんどう内科 山内 23・3010
クリニックくろぎ 黒木町 42・0887
みやぞの歯科医院 黒木町 42・3232
ちぢわ耳鼻咽喉科医院 広川町 32・0144
12月23日（祝）
古賀泌尿器 馬 場 24・3121
しばた医院 上陽町 33・7373
ほり歯科医院 立花町 25・6480
12月25 日（日）
吉山クリニック 稲 富 30・2200
今村循環器内科 黒木町 33・2115
よしいずみ歯科 筑後市 0942・42・3555
12月29日（休）
ごんどう内科 山内 23・3010
山口医院 星野村 52・3131

12月30日（休）
古賀泌尿器 馬 場 24・3121
今村循環器内科 黒木町 33・2115
12月31日（休）
中野内科循環器科 吉田 25・3010
岡村医院 立花町 23・2770
本田歯科医院 筑後市 0942・53・3431
山本歯科医院 本町 24・3305
1月1日（祝）
なかしま胃腸科 蒲原 25・6200
クリニックくろぎ 黒木町 42・0887
江﨑内科歯科医院 新庄 22・5809
みやぞの歯科医院 黒木町 42・3232
1月２日（休）
八媛病院 本 22・4176
後藤内科医院 上陽町 54・2221
大石歯科医院 室岡 24・1111
吉泉歯科医院 黒木町 42・3941
山下眼科医院 筑後市 0942・53・2225
ちぢわ耳鼻咽喉科医院 広川町 32・0144
1月３日（休）
下津浦医院 津江 22・2564
しばた医院 上陽町 33・7373
香月歯科医院 本村 30・1333
内藤歯科医院 黒木町 42・4086

12月の在宅医当番表 ※変更になっていることがありますので電話で確認してください。✚
▼救急指定病院
公立八女総合病院（高塚）23・4131
柳病院（吉田） 23・2176
川﨑病院（納楚） 23・3005
馬場病院（広川町） 32・3511
姫野病院（広川町） 32・3611
筑後市立病院（筑後市）0942・53・7511

▼夜間小児救急医療受付
　（19:00 ～ 21:30）

［月・水・金］公立八女総合病院（23・4131）

［火・木］筑後市立病院（0942・53・7511）

▼日祝日小児救急医療受付
　（9:00 ～ 14:30）

【12月】4㈰ ・18㈰・23㈷・30㉁・31㉁
【1月】1㈷・3㉁
公立八女総合病院 （23・4131）

【12月】11㈰・25㈰・29㉁
【1月】2㉁
筑後市立病院 （0942・53・7511）

▼県小児救急医療電話相談
　（19:00 ～ 7:00）
県指定健康相談事業者   ♯ 8000
▼救急車を呼ぶべきか迷ったら

（24 時間対応）　♯ 7119

11月23日㈷ 旧 井上クリニック → 新 吉山クリニック（稲富）☎30・2200在宅医当番の変更
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11月・12月イベント情報 おりなす八女ＨＰ　http://www.orinasu-yamecity.jp/

主催：おりなす八女文化事業振興会・八女市

一般 1,500 円

大人 3,000円

友の会 1,000円                                             

中学生以下 無料 学生（高校生以下) チケット発売中  チケット発売中

2/12(日)

11/27(日) 12/25(日)

ハーモニーホール

ハーモニーホール ハーモニーホール

平成29年

500 円                                              500円                                              

（全席指定）

（全席自由) （全席自由) 

１4:00開演

１4:00開演 １5:00開演

開催 催　　　し ホール 開　演 入場料 問合せ先 電話番号

11/20 ㈰

この街を歌おう  
芹 洋子ふれあいコンサート
＜ジョイント出演＞
八女女声合唱団マーミングコール
男声合唱団八女グリーンクラブ

ハーモニー 15:00 　　　  一般2,500円
おりなす友の会 2,000円 おりなす八女 22・5332

11/20 ㈰ 八女文化連盟  謡曲仕舞大会 はちひめ 10:00 無料 八女文化連盟（松鵜） 22・2522

11/26 ㈯ 八女ジュニア合唱団
第32回定期演奏会 ハーモニー 18:00 800円 同合唱団（事務局） 090・

7454・0892

12/3 ㈯

スマイルフェスタやめ2016
講演会　講師：相

あいだ かずひと
田一人さん

演題：「いのち  いちばん大切なもの
　　　～父 相田みつを を語る～」

ハーモニー

オープニング
13:15
講演会
14:30

無料
八女市人権・同和教育
課 (人権フェスタ実行委
員会)

23・2074

12/4 ㈰ 民謡民舞  福岡県南部連合大会 ハーモニー 9:30 無料 公益財団法人  日本
民謡協会（鐘ヶ江）

0944・
88・3133

おりなす子ども劇場

クリスマス・ガラコンサート

原作／十返舎一九「東海道中膝栗毛」

弥次さん喜多さんトンちんカン珍道中

平成 28 年度 文化庁 劇場・音楽堂等活性化事業

あらすじ

人形劇団 ひとみ座 公演

八女ベーゼンドルファー音楽祭2016「冬」

感動の情熱のアリア vol.Ⅱ

八女混声合唱団
第３回演奏会

☎ 090・9407・9884（国武）主催・お問合せ:同合唱団

親子ペア購入 2,000 円                                              高校生以下 800 円                                              
※子は高校生以下 (隣席発券のみ)

＜出演者＞

＜プログラム＞

江口 亮子（ソプラノ）

ビゼー「カルメン」
プッチーニ「蝶々夫人」
グノー「ロミオとジュリエット」　他

牧野 庸子（メゾソプラノ）
江﨑 亜希子（メゾソプラノ）
北嶋 季之（テノール）
藤 真希子（ピアノ） 藤島 彩（ピアノ）

又吉 秀和（バリトン）
八女ジュニア合唱団
北嶋 ちひろ（ソプラノ）
竹下 みず穂（ソプラノ）

まんじゅうの大食い大会で起こした大失敗から、江戸
を追われてしまった弥次さんと喜多さん。逃げるだけ
ではつまらないと今流行りのお伊勢参りに向かう。
二人の行く先々、必ず起こるとんでもない大騒動。

ＮＨＫ人気番組「ひょっこりひょうたん島」を
演じた「人形劇団ひとみ座」･･･ 世代を超えて
お楽しみください。

チケット発売：一 般 発 売   11 月16 日(水)～

4 年ぶりに再会する
オペラ歌手『 夢の競演 』

☎ 080・8580・1740主催・お問合せ: 同音楽祭プロジェクト

おりなす八女   イベント情 報 お問合せ
おりなす八女（☎22・5332）♪



　９月から10月にかけて福岡県、県内市町
村、交通事業者が協力し、県内各地で公
共交通利用促進キャンペーンが実施されま
した。９月17日㈯には多くの人出でにぎわ
う八女のまつり「あかりの祭典」の会場で、
八女市地域公共交通協議会の会長である
橋爪隆幸副市長が先頭に立ち、堀川バス関
係者などと啓発チラシを配布しました。路
線バスは地域を支え、日々の暮らしに欠か
せない乗り物であるにもかかわらず、利用
者の減少から次 と々廃止されています。路
線バスがなくなれば地域にとって大きな打
撃になることが懸念されます。地域の元気
のためにもバスの利用をお願いします。

　
文
化
勲
章
と
は
、
昭
和
12
年
２
月
に
制
定

さ
れ
た
文
化
勲
章
令
に
基
づ
き
、
科
学
技
術

や
芸
術
な
ど
の
文
化
の
発
展
や
向
上
に
め
ざ

ま
し
い
功
績
の
あ
る
者
に
与
え
ら
れ
る
勲
章

で
す
。
勲
章
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
橘
の
白
い
花
び

ら
を
五
弁
、
そ
の
中
心
に
は
古
代
の
装
身
具

の
勾
玉
を
三
つ
巴
に
配
し
、
ま
た
そ
の
上
部
に

も
橘
の
葉
と
実
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。橘
は
、

京
都
御
所
紫
宸
殿
の
南
庭
に
桜
と
共
に
植
え

ら
れ
、『
左
近
の
桜
、
右
近
の
橘
』
並
び
称
さ

れ
古
来
よ
り
珍
重
さ
れ
ま
し
た
。
桜
は
花
も

葉
も
散
る
落
葉
樹
で
す
が
、
常
緑
樹
の
橘
は
、

い
つ
み
て
も
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
文
化
の
永
久

性
に
通
じ
る
こ
と
か
ら
文
化
勲
章
デ
ザ
イ
ン

に
採
用
さ
れ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
22
歳
の
時
、
画
家
に
な
る
た
め
に
上
京

し
た
画
伯
は
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け
、

１
９
７
５
年
（
昭
和
50
年
）
11
月
3
日
皇
居

で
文
化
勲
章
の
伝
達
式
に
臨
み
ま
し
た
。
画

伯
77
歳
。
文
化
勲
章
を
受
章
し
、
名
実
と
も

に
日
本
画
壇
を
代
表
す
る
画
家
の
一
人
と
な
っ

た
の
で
す
。
こ
の
時
に
受
章
し
た
文
化
勲
章

を
美
術
館
で
展
示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
実
物

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

⃝

開
館 

９
時
～
17
時
15
分
〈
入
館
は
17
時
ま
で
〉
※

月
曜
休
館〈
祝
日
の
場
合
は
翌
日
〉
⃝
入
館
料
無
料

「
田
崎
廣
助
美
術
館
」へ

行
っ
て
み
よ
う
！  

⑤

（
立
花
市
民
セ
ン
タ
ー
内
／
☎
２
４・８
３
０
４
）

（軽井沢 田崎美術館 所蔵）
勲章『文化勲章』

路
線
バ
ス
の
利
用
を

呼
び
か
け
る

矢
部
村
で
下
草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
＆
高
校
生
の
林
業
体
験

道の駅「たちばな」第三駐車
場が整備されました

　
道
の
駅
「
た
ち
ば
な
」
第
三
駐
車
場
の
利
用
開
始

式
が
10
月
23
日
㈰
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
道
の
駅
「
た

ち
ば
な
」
は
、
平
成
28
年
１
月
に
「
重
点
道
の
駅
」

に
選
定
さ
れ
、
地
域
福
祉
の
向
上
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
再
生
に
向
け
た
施
策
を
推
進
中
で
あ
り
、
第

三
駐
車
場
は
交
流
施
設
の
機
能
強
化
を
目
的
に
国

土
交
通
省
が
整
備
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
新

た
に
駐
車
場
28
台
（
大
型
車
２
台
、
普
通
車
26
台
）

が
設
置
さ
れ
、
全
駐
車
台
数
は
１
３
４
台
に
な
り
ま

し
た
。
三
田
村
市
長
は
、「
駐
車
場
の
増
設
が
実
現
し
、

施
設
の
満
足
度
も
一
層
高
ま
り
ま
し
た
。
今
後
の
中

山
間
地
域
の
再
生
と
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
関
係
者
と
小
学
校

児
童
に
よ
る
記
念
植
樹
が

行
わ
れ
、
中
島
健
介
社
長

は
、「
今
後
も
大
き
な
希
望

を
も
っ
て
新
し
い
店
、
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し

た
。
式
典
終
了
後
に
は
、
地

元
生
産
者
に
よ
る
特
産
品

が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

「
柳
川
市
民
の
森
」
下
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
10
月
23
日
㈰
、
矢
部
村
「
柳
川
市
民
の
森
」

で
、
下
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
17
年
に
柳
川
市
と「
水
の
ふ
る
さ
と
協
定
」

を
締
結
し
、
水
と
緑
の
大
切
さ
の
啓
蒙
と
交
流

を
目
的
に
、
毎
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
下
刈

り
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
公
募
に

よ
り
参
加
し
た
柳
川
市
民
と
八
女
市
関
係
者

総
勢
57
人
で
、
紅
葉
や
山
桜
が
植
栽
さ
れ
た
森

の
下
草
を
刈
り
ま

し
た
。
お
子
さ
ん

か
ら
お
年
寄
り
ま

で
幅
広
い
年
齢
層

の
参
加
者
が
、
互

い
に
励
ま
し
合
い
な

が
ら
丁
寧
に
作
業

を
し
ま
し
た
。
終

了
後
に
は
杣
の
里

の
田
舎
バ
イ
キ
ン
グ

を
満
喫
し
ま
し
た
。

八
女
高
校
生
が
間
伐
・
枝
打
ち
体
験

　
八
女
高
校
と
八
女
市
は
、
矢
部
村
に
あ

る
市
有
林
で
分
収
契
約
を
結
ん
で
お
り
、

毎
年
、
同
校
の
生
徒
会
役
員
等
に
よ
る
管

理
作
業
体
験
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年

も
10
月
24
日
㈪
に
生
徒
会
役
員
等
29
人
が

参
加
し
、
間
伐
・
枝
打
ち
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
生
徒
た
ち
は
不
慣
れ
な
が
ら
も
ノ

コ
ギ
リ
を
使
っ
て
枝
を
払
っ
た
り
、
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
密
集
し
て
い
る
杉
を
切
り
倒

し
た
り
し
ま
し
た
。
足
場
が
悪
か
っ
た
り
密

集
し
た
林
中
で
思

う
よ
う
に
木
が
倒

れ
な
か
っ
た
り
と
四

苦
八
苦
す
る
な
か

で
、
木
を
育
て
る

こ
と
の
大
変
さ
を

身
を
も
っ
て
感
じ
、

達
成
感
を
噛
み
し

め
て
い
ま
し
た
。

新たに整備された第三駐車場

※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています
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